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本日、二学期終業式 新しい年に向けて
二学期は体育祭に始まり、秋季大会、合唱コンクール、文化祭、そして学校創立７０周年

記念式典と、いずれの行事も保護者や地域の方々の御協力のおかげで大いに盛り上がり、生

徒は大きく成長できたと思っています。お力添えをありがとうございました。

さて、本日通信票がわたります。成績は観点別評価と５段階評定があり、ともすると５段

階評定の数値が気になるところですが、内容にも着目してほしいところです。

観点別評価は、学習指導要領に示された目標に照らして、各教科の学習内容をいくつかの

観点に分け、それぞれの観点ごとに学習の状況を分析したものです。観点は国語では５項目、

そのほかの教科では４項目あります。Ａ・Ｂ・Ｃの３段階で評価を行い、

Ａ＝十分満足と判断されるもの

Ｂ＝おおむね満足であると判断されるもの 【観点別評価】 【５段階評定】

Ｃ＝努力を要すると判断されるもの ５

で示します。 Ａ
４

また、５段階評定は、

５＝十分満足できるもののうち、特に程度が高い
Ｂ ３

４＝十分満足できる

３＝おおむね満足できる

２＝努力を要する Ｃ
２

１＝一層努力を要する １

で示します。

このように、評定はテストの点数だけで決まるものではなく、普段の授業での学習への取

り組み状況、宿題の提出状況、作品作りや実技点などを総合してつけられるものです。した

がって、どの観点が変化したかを分析すると、その教科の取り組むべき内容が明確になり効

果的な学習につながります。評定が同じ「３」でも、ＢにＡが混じっていればもう少しで「４」

になるということですし、逆にＢにＣが混じっていれば、油断すると「２」になるぞという

ことになります。

また、学習の記録の右横には、生活の記録もあります。学校生活を送るうえで生徒がめざ

す「１０の努力目標」について、「十分に満足できる状況にある」と評価された項目には○

が付けられています。三学期は○の付く項目が増えるよう努力し、豊かな心を育んでいって

もらいたいものです。

２つの学校表彰

多方面にわたる一中の活躍

左の写真は、「青森県学校給食表彰（県教育長表彰）」の

表彰状です。昨年度、青森県学校給食実践発表大会が本校

で実施され給食主任の二又先生を中心にして日頃の実践を

発表しました。その活動ぶりが高く評価され、この度青森

県県教育長表彰の受賞につながりました。学校給食は「食

育」の根幹をなすものです。これを励みに、生徒のよりよ

い成長のために、これからも学校給食の健全な実践に努めていきます。



全国中学生人権作文コンテスト青森県大会で、３年 賣井坂 若菜

さんが見事奨励賞を受賞しました。本校では国語の授業で人権作文

を取り扱っていますが、「本コンテストに多くの生徒が応募し、人

権意識の高揚に尽力した」と評価され、青森地方法務局長から右の

感謝状が届きました。人権について学ぶことはとても重要なことで

すので、今後とも続けていきたいと思っています。

＝ 栄 光 の 足 跡 ＝

○八戸・久慈自動車道整備促進住民大会ポスターコンクール

最優秀賞 蔦林 楓 、 入選 相馬 春花 、浜道 真穂

○ＪＡ共済青森県交通安全ポスターコンクール 特選 関口 実佳

○八戸市納税貯蓄作品コンクール習字の部 連合会会長賞 小屋敷 茉恵

○デーリー東北新聞社主催コラムに挑戦「私の天鐘」 佳作 梅内 智穂子

○デーリー東北新聞感想文コンクール 入選 梅内 智穂子

○交通安全ポスターコンクール 銅賞 蔦林 楓 、佳作 関口 実佳

○八戸市中学校生徒作曲コンクール 金賞 髙橋 光太 、銅賞 鳩 穂乃香

○八戸市中学校駅伝競走大会 第一位 田中 歩羽 、元沢 咲智 、大橋 怜奈 、

下村 彩来 、吉崎 朱音 、 ２区区間賞 元沢 咲智

○ルーキーズカップ市内中学生ソフトテニス選手権 男子個人 第２位 工藤 悠太郎

・下舘 亮哉 、 第３位 工藤 悠聖・豊島 遼 、 第５位 高山 康汰・

富永 陸斗 、 女子個人 第３位 中野渡 柊李・菊池 柚花

○チアーズ杯青森県少年少女レスリング選手権 中学生男子 39㎏ 第１位 今 雅矢

○東北中学校スケート大会 フィギュア競技 女子Ｂクラス 第５位 棟方 柚香

○八戸市中学校スピードスケート大会 女子 500ｍ・1000ｍ 第１位 沢野 心想

女子 500ｍ・3000ｍ 第２位 沢野 心悠 （東北大会出場）

冬休みを活かす！ ～有意義に過ごす先に成長がある～

１２月１２日に、２回目の地域学校連絡協議会が開催されました。出席された委員からは、

一中生の日頃の頑張りを評価する意見が多く出されました。一方で「親の送り迎えの際、乗

り降りに危険を感じる」「環境が整っているので、読書の評価が上がる努力を」などの御指

導もいただいています。しっかりと受け止めて改善につなげていきたいものです。

さて、いよいよ冬休みです。生徒諸君は日本に残る伝統を大切にしながらも、下記のこと

には十分留意し成長した姿を三学期に見せてください。それでは、よい年をお迎えください。

１ 「命」を大切にする。交通事故（同乗中も）などはもちろん、ＳＮＳなどのトラブル

に巻き込まれないように。何かあったら家族や教師などにすぐに相談するように。

２ 「規則正しい生活」を送る。夜更かしは厳禁。早寝・早起き・朝ご飯の実践を。

３ 学習面では、分からないところをそのままにしないで納得する

まで粘り強く覚える。「ふ～ん」程度の勉強は残りにくい。「あっ、

分かった」「なんだ、そういうことか」など、「腑に落ちた学習」（造

語です）は忘れないもの。

４ 「親や家族に迷惑をかけることは一切しない」こと。皆さんは

成長の途中です。親や家族に大いに世話にはなっていいのです。

しかし、悲しませることは決してしてはいけないということ。迷

ったら立ち止まり、もう一人の自分に問いかけてみなさい。

５ 食器洗いでも何でもいいので、家族のためになることを継続し

て取り組む。お手伝いではありません。家族の一員としてです。一中の四季2017/12/15


